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Ⅰ 調査の概要 

1．調査の目的 

西成区は、人情味があふれ、古い歴史を有するなど魅力あふれる個性豊かなまちである。 

しかしながら、少子高齢化やあいりん地域の問題など、さまざまな問題を抱えており、

それらを解決するためには、24 区一律の施策ではなく、西成区に特に有効な施策を検討し

実施・推進する「西成特区構想」をはじめとする様々な施策を進めていく必要がある。 

そこで、区役所が取り組んでいる事業などについてのご意見やお考えをおたずねし、今

後のまちづくり施策や事業を進めるうえで、参考資料とするため、区民意識調査（区民モ

ニターアンケート調査）を実施する。 

 

2．調査の方法 

（1）調査対象 住民基本台帳から無作為に抽出した 18 歳以上の区民 

（2）調査方法 郵送配布、郵送回収 

（3）調査期間 平成 29 年 1 月 11 日（水）～1 月 27 日（金）（30 日（月）到着分まで） 

 

3．回収状況 

（1）対象者数  1,500 名 

（2）発 送 数  1,452 名（あて先不明等で 48 名未到達） 

（3）有効回収数  448 票 

（4）回 収 率 29.9%（対象者数に対する有効回収率） 

 30.9%（発送数に対する有効回収率） 

 

4．報告書の見方 

（1）集計結果は、すべて小数点以下第 2 位を四捨五入しており、回答比率の合計が 100％

とならないことがある。 

（2）複数の回答を依頼した質問では、比率の合計が 100%を超える。 

（3）%は、その質問の回答数（全体など）を母数として算出している。 

（4）本文中、表やグラフに次にあげるような表示がある場合、複数回答を依頼した質問で

ある。 

MA%（Multiple Answer）＝回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合 

（5）「全体」は有効回答 448 票であり、「該当数」は回答が限られた場合の合計である。 

（6）本文中のグラフなどにおいて、長い文となる選択肢は簡略化している場合がある。 

（7）年齢別については、年齢ごとの回答数が少ないため、参考として表示している。 

（8）回答結果が 0.0%の場合、グラフにおいて、その表示を省略している場合がある。 
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Ⅱ 調査の結果 

1．回答者の属性 

（1）回答者の性別 

回答数

1 男性 199

2 女性 226

無回答 23

全体 448

44.4

50.4

5.1

0 10 20 30 40 50 60
(％)

 

44.4 50.4 5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 無回答女性

 
回答者の性別は、「男性」が 44.4%、「女性」が 50.4%となっている。 

 

 

 

（2）回答者の年齢 

回答数

1 10歳代 3

2 20歳代 32

3 30歳代 22

4 40歳代 57

5 50歳代 67

6 60歳代 105

7 70歳代 99

8 80歳以上 42

無回答 21

全体 448

0.7

7.1

4.9

12.7

15.0

23.4

22.1

9.4

4.7

0 10 20 30
(％)

 

0.7 7.1 4.9 12.7 15.0 23.4 22.1 9.4 4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代 無回答20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

 

回答者の年齢は、「60 歳代」が 23.4%と最も多く、次いで「70 歳代」が 22.1%、「50 歳代」

が 15.0%、「40 歳代」が 12.7％となっている。 
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（3）回答者の居住地域 

回答数

1 Ⅰブロック 47

2 Ⅱブロック 73

3 Ⅲブロック 73

4 Ⅳブロック 75

5 Ⅴブロック 103

6 Ⅵブロック 54

無回答 23

全体 448

10.5

16.3

16.3

16.7

23.0

12.1

5.1

0 10 20 30
(％)

 

10.5 16.3 16.3 16.7 23.0 12.1 5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答ⅥブロックⅠブロック Ⅱブロック Ⅲブロック Ⅳブロック Ⅴブロック

 

回答者の居住地（ブロック）は、「Ⅴブロック（松、橘、潮路、千本北、千本中、千本南）」

が 23.0%と最も多く、次いで「Ⅳブロック（岸里二・三丁目、天神ノ森、岸里東、玉出東、

玉出中、玉出西）」が 16.7％、「Ⅲブロック（花園南、天下茶屋東、天下茶屋、聖天下、岸里

一丁目）」と「Ⅱブロック（山王、太子、萩之茶屋、花園北、天下茶屋北）」が 16.3%、「Ⅵ

ブロック（北津守、津守、南津守）」が 12.1%、「Ⅰブロック（北開、中開、南開、出城、長

橋、鶴見橋、旭、梅南）」が 10.5％となっている。 
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（4）回答者の子育ての状況(中学生以下のお子さまの子育て) 

回答数

1 している 35

2 していない 382

無回答 31

全体 448

7.8

85.3

6.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(％)

 

「している」とお答えいただいた方、お子さまの年齢は？ 

回答数

1 小学校就学前 17

2 小学生 15

3 中学生 6

無回答 10

回答総数 48

該当数 35

非該当 413

全体 448

48.6

42.9

17.1

28.6

0 10 20 30 40 50
(MA％)

 

「小学校就学前」が 48.6％、「小学生」が 42.9％となっている。 

 

（5）回答者の居住年数 

回答数

1 1年未満 13

2 1～3年 22

3 3～5年 12

4 5～10年 35

5 10年以上 341

無回答 25

全体 448

2.9

4.9

2.7

7.8

76.1

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(％)

 

2.9 4.9 2.7 7.8 76.1 5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答1～3年 3～5年 5～10年 10年以上1年未満

 

回答者の通算した西成区での居住年数は、「10 年以上」が 76.1%と 7 割を超えている。 

7.8 85.3 6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している 無回答していない
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2．「健康づくり」に関して 

問 1 喫煙の状況 あなたは、タバコを吸いますか？また、吸っていましたか？ 

回答数

1 吸わない 246

2 以前、吸っていたがやめた 93

3 吸っている 81

4 吸っているが、禁煙したい 23

無回答 5

全体 448

54.9

20.8

18.1

5.1

1.1

0 10 20 30 40 50 60
(％)

 

吸わない

54.9

35.7

72.1

82.9

59.1

63.2

44.8

45.7

54.5

59.5

以前、吸って

いたがやめた

20.8

30.2

12.8

5.7

27.3

14.0

14.9

23.8

27.3

26.2

吸っている

18.1

25.6

11.1

11.4

9.1

21.1

35.8

21.9

10.1

4.8

吸っているが、

禁煙したい

5.1

7.0

3.1

0.0

4.5

1.8

4.5

5.7

8.1

4.8

無回答

1.1

1.5

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

0.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

(回答数=448)

男性

(回答数=199)

女性

(回答数=226)

10・20歳代

(回答数=35)

30歳代

(回答数=22)

40歳代

(回答数=57)

50歳代

(回答数=67)

60歳代

(回答数=105)

70歳代

(回答数=99)

80歳以上

(回答数=42)

 
喫煙は、「吸わない」が 54.9%と 5 割を超えており、「以前、吸っていたがやめた」の 20.8％

と合わせると“タバコを吸っていない”人は 75.7%となっている。また、「吸っている」が

18.1%、「吸っているが、禁煙したい」が 5.1%であり、合わせて“タバコを吸っている”人

は 23.2%となっている。 

 

男女別にみると、“タバコを吸っていない”のは、『男性』が 65.9％、『女性』が 84.9％と

なっている。“タバコを吸っている”のは『男性』が 32.6%、『女性』が 14.2%となっている。 

 

なお、「以前、吸っていたがやめた」人の 1 日平均喫煙本数は、20 本が 42 人、10 本と 40

本がともに 12 人、30 本が 9 人となっている。年数は、30 年が 14 人、40 年が 13 人となっ

ている。 

 

「吸っている」人の 1 日平均喫煙本数は、20 本が 31 人、15 本が 15 人、10 本が 14 人と

なっている。年数は、30 年が 18 人、40 年が 8 人、20 年が 6 人となっている。 



 Ⅱ 調査の結果／2．『健康づくり』に関して 

 

6 

問 2 飲酒の状況 あなたは、お酒を飲みますか？ 

回答数

1 飲まない 192

2 つきあい程度でほとんど飲まない 72

3 時々飲む 92

4 ほぼ毎日飲む 86

無回答 6

全体 448

42.9

16.1

20.5

19.2

1.3

0 10 20 30 40 50
(％)

 

飲まない

42.9

37.2

46.0

25.7

50.0

28.1

25.4

36.2

60.6

69.0

つきあい程度で

ほとんど飲まない

16.1

12.6

20.8

40.0

18.2

24.6

20.9

14.3

8.1

7.1

時々飲む

20.5

21.6

19.5

25.7

22.7

28.1

28.4

17.1

17.2

7.1

ほぼ毎日飲む

19.2

26.6

12.8

8.6

9.1

19.3

25.4

29.5

14.1

9.5

無回答

1.3

2.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

0.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

(回答数=448)

男性

(回答数=199)

女性

(回答数=226)

10・20歳代

(回答数=35)

30歳代

(回答数=22)

40歳代

(回答数=57)

50歳代

(回答数=67)

60歳代

(回答数=105)

70歳代

(回答数=99)

80歳以上

(回答数=42)

 
飲酒は、「飲まない」が 42.9%と最も多くなっている。「時々飲む」が 20.5%、「ほぼ毎日

飲む」が 19.2％であり、合わせて“飲酒している”人は 39.7%となっている。 

 

男女別にみると、『男性』は「ほぼ毎日飲む」が 26.6%、「時々飲む」が 21.6%であり、『女

性』は「飲まない」が 46.0%となっている。 

 

なお、「時々飲む」人の 1 週間の飲酒日数は、2 日が 25 人、3 日が 19 人、1 日が 17 人と

なっている。 
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問 2－1 飲酒量（問 2 で「時々飲む」「ほぼ毎日飲む」と回答の方のみ） 飲む時に

は、どのくらいの量を飲みますか？ 

回答数

1 1～2ドリンク 89

2 3～4ドリンク 48

3 5～6ドリンク 18

4 7～9ドリンク 7

5 10ドリンク以上 5

無回答 11

回答総数 178

該当数 178

非該当 270

全体 448

50.027.0

10.1

3.9

2.8

6.2

0 10 20 30 40 50
(％)

 

 

※1ドリンク量の目安 

種類 
（度数） 

ビール・発泡酒
(5%) 

チューハイ
(7%) 

焼酎
(25%) 

日本酒
(15%) 

ウイスキー･ジン 
(40%) 

ワイン
(12%) 

量 

250mℓ 

中ビン半分・ 

ロング缶半分 

180mℓ 

コップ1杯・ 

350mℓ缶半分 

50mℓ 

 

 

80mℓ 

0.5合 

 

30mℓ 

シングル1杯 

 

100mℓ 

ワイングラス 

1杯弱 

飲酒量は、「1～2 ドリンク」が 50.0%と最も多く、次いで「3～4 ドリンク」が 27.0%とな

っている。 
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問 3 定期的な運動 あなたは、定期的に運動していますか？ 

回答数

1 ほぼ毎日、運動している 83

2 時々、運動している 120

3 ほとんど運動していない 234

無回答 11

全体 448

18.5

26.8

52.2

2.5

0 10 20 30 40 50 60
(％)

 

ほぼ毎日、運動している

18.5

22.1

14.2

5.7

4.5

10.5

7.5

21.9

33.3

14.3

時々、運動している

26.8

22.6

29.2

31.4

22.7

21.1

28.4

26.7

26.3

26.2

ほとんど運動していない

52.2

52.8

54.4

62.9

72.7

68.4

61.2

49.5

38.4

50.0

無回答

2.5

2.5

2.2

0.0

0.0

0.0

3.0

1.9

2.0

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

(回答数=448)

男性

(回答数=199)

女性

(回答数=226)

10・20歳代

(回答数=35)

30歳代

(回答数=22)

40歳代

(回答数=57)

50歳代

(回答数=67)

60歳代

(回答数=105)

70歳代

(回答数=99)

80歳以上

(回答数=42)

 
 

定期的な運動は、「ほとんど運動していない」が 52.2%と半数を超えている。 

「ほぼ毎日、運動している」が 18.5％、「時々、運動している」が 26.8%であり、合わせ

て“運動している”人は 45.3%となっている。 

 

男女別にみると、“運動している”のは『男性』が 44.7%であり、『女性』は 43.4%となっ

ている。 

 

なお、「時々、運動している」人の 1 週間の運動日数は、3 日が 38 人、2 日が 34 人、1 日

が 19 人となっている。 
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問 3－1 運動量（問 3 で「ほぼ毎日、運動している」「時々、運動している」と回答

の方のみ） 1 週間で、どの程度の運動をしますか？ 

回答数

1 1～3エクササイズ 100

2 4～8エクササイズ 39

3 9～13エクササイズ 12

4 14～18エクササイズ 5

5 19～22エクササイズ 3

6 23エクササイズ以上 7

無回答 37

回答総数 203

該当数 203

非該当 245

全体 448

49.3

19.2

5.9

2.5

1.5

3.4

18.2

0 10 20 30 40 50
(％)

 

※1エクササイズの目安 

種類 

普通の歩行・ 

バレーボール・ 

筋力トレーニ

ング(軽･中度) 

ラジオ体操・速歩・

自転車・ゴルフ・卓

球・バドミントン・

アクアビクス・太極

拳 

階段昇降・水泳(ゆっくり)・軽い

ジョギング・筋力トレーニング(高

強度)・エアロビクス・サッカー・

バスケットボール・テニス・スキ

ー・スケート 

ラ ン ニ ン

グ・水泳・

登山・柔

道・空手 

時間 20分 15分 10分 7～8分 

 

「ほぼ毎日、運動している」「時々、運動している」人の運動量は、「1～3 エクササイズ」

が 49.3%と最も多く、次いで「4～8 エクササイズ」が 19.2%となっている。 
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問 4 区役所等での無料結核健診の認知度 あなたは、区役所及び分館で、無料で結

核健診を受診できることを知っていますか？ 

回答数

1 知っている 235

2 知らない 198

無回答 15

全体 448

52.5

44.2

3.3

0 10 20 30 40 50 60
(％)

 

知っている

52.5

55.3

48.2

22.9

36.4

40.4

44.8

64.8

65.7

45.2

知らない

44.2

41.7

49.1

77.1

59.1

54.4

55.2

31.4

33.3

47.6

無回答

3.3

3.0

2.7

0.0

4.5

5.3

0.0

3.8

1.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

(回答数=448)

男性

(回答数=199)

女性

(回答数=226)

10・20歳代

(回答数=35)

30歳代

(回答数=22)

40歳代

(回答数=57)

50歳代

(回答数=67)

60歳代

(回答数=105)

70歳代

(回答数=99)

80歳以上

(回答数=42)

 
区役所や分館で無料で結核健診を受診できることは、「知っている」が 52.5％と半数を超

えており、「知らない」は 44.2%となっている。 

 

男女別にみると、「知っている」は、『男性』が 55.3％、『女性』が 48.2％となっている。 
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問 5 健康診断等の受診状況 あなたは、定期的に健康診断やがん検診などを受けて

いますか？ 

回答数

1 ほぼ毎年受けている 179

2 不定期だが受けている 99

3 ほとんど受けていない 141

無回答 29

全体 448

40.022.1

31.5

6.5

0 10 20 30 40
(％)

 

ほぼ毎年受けている

40.0

42.2

38.5

45.7

27.3

40.4

50.7

41.0

35.4

33.3

不定期だが受けている

22.1

19.6

24.8

5.7

36.4

15.8

19.4

24.8

27.3

23.8

ほとんどうけていない

31.5

32.2

31.4

48.6

36.4

40.4

26.9

30.5

26.3

28.6

無回答

6.5

6.0

5.3

0.0

0.0

3.5

3.0

3.8

11.1

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

(回答数=448)

男性

(回答数=199)

女性

(回答数=226)

10・20歳代

(回答数=35)

30歳代

(回答数=22)

40歳代

(回答数=57)

50歳代

(回答数=67)

60歳代

(回答数=105)

70歳代

(回答数=99)

80歳以上

(回答数=42)

 
健康診断は、「ほぼ毎年受けている」が 40.0%と最も多く、次いで「ほとんど受けていな

い」が 31.5%、「不定期だが受けている」が 22.1％となっている。 

 

男女別にみると、『男性』は「ほぼ毎年受けている」が 42.2％、「ほとんど受けていない」

が 32.2%、「不定期だが受けている」が 19.6%となっている。 

また、『女性』は、「ほぼ毎年受けている」が 38.5％、「ほとんど受けていない」が 31.4%、「不

定期だが受けている」が 24.8％となっている。 
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問 5－1 健康診断等の内容（問 5 で「ほぼ毎年受けている」「不定期だが受けている」

と回答の方のみ） 定期的に受けている健康診断等は何ですか？【複数回答】 

回答数

1 特定健康診査 77

2 後期高齢者健康診査 24

3 大阪市健康診査 23

4 人間ドック 19

5 結核健診 34

6 胃がん検診 48

7 大腸がん検診 43

8 肺がん検診 19

9 乳がん検診 23

10 子宮がん検診 29

11 骨量検査 34

12 職場の健康診断 70

13 その他 27

無回答 16

回答総数 486

該当数 278

非該当 170

全体 448

27.7

8.6

8.3

6.8

12.2

17.3

15.5

6.8

8.3

10.4

12.2

25.2

9.7

5.8

0 10 20 30
(MA％)

 

 

※『ほぼ毎年受けている』人の「その他」の内容：血液検査（4）、病院等での健診（3） 

※『時々、受けている』人の「その他」の内容：血液検査（3）、エコー検査、脳の MRI 

 

受けている健康診断等（複数回答）は、「特定健康診査」が 27.7%と最も多く、次いで「職

場の健康診断」が 25.2%、「胃がん検診」が 17.3％となっている。 
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問 5－2 健康診断等を受けていない理由（問 5 で「ほとんど受けていない」と回答

の方のみ） 健康診断等を受けていない理由は何ですか？【複数回答】 

回答数

1 制度を知らない 32

2 時間がないから 32

3 料金が高いから 31

4 場所が遠いから 6

5 検査が怖いから 11

6 面倒だから 39

7 健康に自信があるから 18

8 治療のため通院中だから 31

9 その他 8

無回答 11

回答総数 219

該当数 141

非該当 307

全体 448

22.7

22.7

22.0

4.3

7.8

27.7

12.8

22.0

5.7

7.8

0 10 20 30
(MA％)

 

※「その他」の内容：会社が休めない、知りたくない、生活保護 

 

健康診断等を受けていない理由（複数回答）は、「面倒だから」が 27.7%と最も多く、次いで

「制度を知らない」と「時間がないから」が 22.7%となっている。 
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3．「在宅療養」に関して 

問 6 医療と介護が必要な状態の在宅療養の不安 もしもあなたが医療と介護が必

要な状態（入院の必要はないが、通院するのは困難な状況）になった場合、在宅療

養にどんな不安があると思いますか？【複数回答】 

回答数

1 経済的負担が大きい 255

2 自分自身の身体的負担が大きい 149

3 自分自身の精神的負担が大きい 157

4 家族の身体的負担が大きい 197

5 家族の精神的負担が大きい 164

6 その他 19

無回答 35

回答総数 976

全体 448

56.9

33.3

35.0

44.0

36.6

4.2

7.8

0 10 20 30 40 50 60
(MA％)

 

※「その他」の内容：一人暮らしであること（2）、自宅療養中、妻が介護 3 級で自由にならない、 

生活保護 

 

医療と介護が必要になった場合の在宅療養の不安（複数回答）は、「経済的負担が大きい」が

56.9％と最も多く、次いで「家族の身体的負担が大きい」が 44.0％、「家族の精神的負担が大

きい」が 36.6%となっている。 
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【男女・年代別 在宅療養の不安（上位 5 位）】 

 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 

全 体 

【回答数＝448】 

経済的負担が
大きい 56.9% 

家族の身体的
負担が大きい
 44.0% 

家族の精神的
負担が大きい 

36.6% 

自分自身の精
神的負担が大き
い    35.0% 

自分自身の身
体的負担が大き
い 33.3 

男性 

【回答数＝199】 

経済的負担が
大きい 55.8% 

自分自身の精
神的負担が大き
い 36.2% 

家族の身体的
負担が大きい 

33.7% 

家族の精神的 
負担が大きい                            

30.7% 

自分自身の身
体的負担が大き
い 30.2％ 

女性 

【回答数＝226】 

経済的負担が
大きい 59.3% 

家族の身体的
負担が大きい
 55.3% 

家族の精神的
負担が大きい 

44.2% 

自分自身の身
体的負担が大き
い    37.2% 

自分自身の精
神的負担が大き
い 36.7% 

10～20歳代 

【回答数＝35】 

経済的負担が
大きい 71.4% 

家族の身体的
負担が大きい
 57.1% 

家族の精神的
負担が大きい 

51.4% 

自分自身の精
神的負担が大き
い    40.0% 

自分自身の身
体的負担が大き
い 22.9% 

30 歳代 

【回答数＝22】 

経済的負担が
大きい 90.9% 

家族の身体的負担が大きい／ 

家族の精神的負担が大きい 
59.1％ 

自分自身の精
神的負担が大き
い    40.9% 

自分自身の身
体的負担が大き
い 22.7% 

40 歳代 

【回答数＝57】 

経済的負担が
大きい 73.7% 

家族の身体的
負担が大きい
 57.9% 

家族の精神的
負担が大きい 

54.4% 

自分自身の精
神的負担が大き
い    38.6% 

自分自身の身
体的負担が大き
い 35.1% 

50 歳代 

【回答数＝67】 

経済的負担が
大きい 61.2% 

家族の身体的
負担が大きい
 56.7% 

家族の精神的
負担が大きい 

49.3% 

自分自身の精
神的負担が大き
い    43.3% 

自分自身の身
体的負担が大き
い 38.8% 

60 歳代 

【回答数＝105】 

経済的負担が
大きい 59.0% 

家族の身体的
負担が大きい
 40.0% 

自分自身の身
体的負担が大き
い    36.2% 

自分自身の精
神的負担が大き
い    35.2% 

家族の精神的
負担が大きい
 29.5% 

70歳代 

【回答数＝99】 

経済的負担が
大きい 44.4% 

家族の身体的
負担が大きい
 31.3% 

自分自身の身
体的負担が大き
い    30.3% 

自分自身の精
神的負担が大き
い    29.3% 

家族の精神的
負担が大きい
 21.2% 

80 歳以上 

【回答数＝42】 

自分自身の身
体的負担が大き
い 40.5% 

家族の身体的負担が大きい／自
分自身の精神的負担が大きい         

35.7% 

家族の精神的
負担が大きい                                               

33.3% 

経済的負担が
大きい 28.6% 

 

男女別にみると、男女とも「経済的負担が大きい」が最も多く、次いで『男性』は「自分自

身の精神的負担が大きい」「家族の身体的負担が大きい」となっている。 

『女性』は第 2 位が「家族の身体的負担が大きい」であり、第 3 位は「家族の精神的負担が

大きい」となっている。 
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問 7 医療や介護サービスの相談相手 あなたは、医療や介護サービスについて相談 

が必要な時はどこに相談しますか？【複数回答】 

回答数

1 家族・友人 190

2 地域の役員（民生委員など） 21

3 区役所（保健福祉センター） 195

4 医療機関 170

5 地域包括支援センター 55

6 介護事業所 85

7 その他 8

8 わからない・考えていない 51

無回答 20

回答総数 795

全体 448

42.4

4.7

43.5

37.9

12.3

19.0

1.8

11.4

4.5

0 10 20 30 40 50
(MA％)

 

※「その他」の内容：自分で調べる、かかりつけの医者、宗教団体の関係者 

 

医療や介護サービスについての相談相手（複数回答）は、「区役所（保健福祉センター）」が

43.5％と最も多く、次いで「家族・友人」が 42.4％、「医療機関」が 37.9%となっている。 
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【男女・年代別 医療や介護サービスの相談相手（上位 5 位）】 

 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 

全 体 

【回答数＝448】 

区役所（保健福
祉センター） 
 43.5% 

家族・友人 

 42.4% 

医療機関 

 37.9% 

介護事業所 

 19.0% 

地域包括センタ
ー 12.3% 

男性 

【回答数＝199】 

区役所（保健福
祉センター） 
 45.7% 

家 族 ・ 友 人 ／ 医 療 機 関            
35.2％ 

介護事業所 

 13.1% 

地域包括センタ
ー／わか ら な
い・考えていな
い 11.6% 

女性 

【回答数＝226】 

家族・友人 

 51.3% 

区役所（保険福
祉センター） 
 42.5% 

医療機関 

 41.6% 

介 護 事 業 所
21.7％ 

地域包括セン
ー  12.4％ 

10～20 歳代 

【回答数＝35】 

家族・友人 

 65.7% 

医療機関 

 40.0% 

区役所（保健福
祉センター） 
 37.1% 

わからない・考
えていない    

25.7％ 

介 護 事 業 所 
17.1％ 

30 歳代 

【回答数＝22】 

家族・友人 

68.2％ 

医療機関 

   50.0％ 

区役所 (保険福
祉センター) 

27.3％ 

わからない・考
えていない 

   18.2％ 

地域の役員／
無回答 4.5％ 

40 歳代 

【回答数＝57】 

家族・友人 

50.9％ 

区役所（保険福
祉センター） 

   42.1％ 

医 療 機 関 
28.1％ 

わからない・考
えていない        

21.1％ 

介護事業所 

14.0％ 

50 歳代 

【回答数＝67】 

区役所（保険福
祉センター） 

   53.7％ 

家族・友人 

   52.2％ 

医 療 機 関
44.8％ 

地域包括センター／介護事業所 

16.4％ 

60 歳代 

【回答数＝105】 

区役所（保険福
祉センター） 

54.3％ 

医療機関 

   42.9％ 

家族・友人 

   35.2％ 

介護事業所 

   16.2％ 

地域包括セン
ター／わから
ない・考えてい
ない  8.6％ 

70 歳代 

【回答数＝99】 

区役所（保険福
祉センター）    

45.5％ 

医療機関 

     31.3％ 

家族・友人 

     30.3％ 

介護事業所 

     20.2％ 

地域包括センタ
ー    12.1％ 

80 歳以上 

【回答数＝42】 

家 族 ・ 友 人 ／ 医 療 機 関            
40.5% 

介護事業所 

31.0％ 

地域包括センタ
ー    23.8％ 

区役所（保険福
祉センター） 

   14.3％ 

 

男女別にみると、『男性』は「区役所（保健福祉センター）」が最も多く、次いで「家族・友

人」・「医療機関」となっている。『女性』は「家族・友人」が最も多く、次いで「区役所（保健

福祉センター）」、「医療機関」となっている。 
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問 8 在宅医療サービスの認知度 あなたは、在宅医療を支えるサービスについて知 

っていますか？【複数回答】 

回答数

1 医師の訪問診療(往診) 221

2 歯科医師の訪問歯科診療 126

3 歯科衛生士の訪問歯科指導 68

4 薬剤師の住宅訪問薬剤管理指導 52

5 訪問看護ステーション等の訪問看護 165

6 理学療法士等の訪問リハビリ 83

7 知らない 168

無回答 28

回答総数 911

全体 448

49.3
28.1

15.2

11.6

36.8

18.5

37.5

6.3

0 10 20 30 40 50
(MA％)

 

 

在宅医療を支えるサービスの認知度（複数回答）は、「医師の訪問診療（往診）」が 49.3％

と最も多く、次いで「知らない」が 37.5％、「訪問介護ステーション等の訪問介護」が 36.8%

となっている。 
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【男女・年代別 在宅医療サービスの認知度（上位 5 位）】 

 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 

全 体 

【回答数＝448】 

医師の訪問診
療（往診）49.3% 

知らない 

 37.5% 

訪問看護ステ
ーション等の
訪 問 看 護
36.8％ 

歯科医師の訪
問歯科診療 

   28.1％ 

歯科衛生士の
訪問歯科指導 

11.6％ 

男性 

【回答数＝199】 

知らない 

 48.7% 

医師の訪問診
療    36.2% 

訪問看護ステ
ーション等の
訪問看護 

29.1％ 

歯科医師の訪
問歯科診療 

     19.1％ 

理学療法士等
の訪問リハビリ   

12.6％ 

女性 

【回答数＝226】 

医師の訪問診
療（往診）61.5% 

訪問看護ステー
ション等の訪問
看護  44.2％ 

歯科医師の訪
問歯科診療 

36.7％ 

知らない 

   27.4％ 

理学療法士等
の訪問リハビ
リ  23.9％ 

10～20 歳代 

【回答数＝35】 

知らない 

   48.6％ 

医師の訪問介
護（往診） 

 42.9％ 

訪問看護ステ
ーション等の
訪問看護 

    31.4％ 

理学療法士等
の訪問リハビ
リ  25.7％ 

歯科医師の訪
問歯科診療 

   20.0％ 

30 歳代 

【回答数＝22】 
知らない 50.0% 

医師の訪問診
療（往診） 
   

    45.5％ 

訪問看護ステー
ション等の訪問
看護    

40.9％ 

歯科医師の訪
問歯科診療          

27.3％ 

歯科衛生士の
訪問歯科指導 

     13.6％ 

40 歳代 

【回答数＝57】 

医師の訪問診
療（往診） 

    50.9％ 

訪問看護ステ
ーション等の
訪問看護 

    45.6％ 

知らない 

   38.6％ 

歯科衛生士の訪問歯科指導／理
学療法士等の訪問リハビリ 

           19.3％ 

50 歳代 

【回答数＝67】 

医師の訪問診
療（往診）62.7% 

歯科医師の訪問歯科診療／訪問
看護ステーション等の訪問看護         
43.3％ 

理学療法士等
の訪問リハビリ 

     29.9％ 

知らない 

     26.9％ 

60 歳代 

【回答数＝105】 

医師の訪問診
療（往診） 

 45.7％ 

訪問看護ステーション等の訪問
看護／知らない    41.9％ 

歯科医師の訪
問歯科診療 

    27.6％ 

理学療法士等
の訪問リハビ
リ  19.0％ 

70 歳代 

【回答数＝99】 

医師の訪問診
療（往診）   

45.5％ 

知らない 

     36.4％ 

訪問看護ステー
ション等の訪問
看護  28.3％ 

歯科医師の訪
問歯科診療 

     19.2％ 

歯科衛生士の
訪問歯科指導 

     12.1％ 

80 歳以上 

【回答数＝42】 

医師の訪問診
療（往診） 

52.4％ 

知らない 

   28.6％ 

訪問看護ステ
ーション等の
訪問看護 

   26.2％ 

歯科衛生士の訪問歯科指導／理
学療法士等の訪問リハビリ 

           14.3％ 

 

男女別にみると、『男性』は「知らない」が最も多く、次いで「医師の訪問診療（往診）」

「訪問看護ステーション等の訪問看護」となっている。『女性』は「医師の訪問診療（往診）」

が最も多く、次いで「訪問看護ステーション等の訪問看護」「歯科医師の訪問歯科診療」とな

っている。 
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問 9 医療や介護サービスなどの情報の入手先 あなたは、医療や介護サービスにつ

いての情報をどこから得ていますか？【複数回答】 

回答数

1 テレビ 171

2 ラジオ 23

3 新聞 98

4 本・雑誌 33

5 インターネット 74

6 パンフレット 45

7 地域の民生委員など 6

8 地域包括支援センター 42

9 区役所（保健福祉センター） 107

10 医療機関 122

11 介護事業所 67

12 家族・友人 134

13 その他 20

14 必要としていない 34

無回答 13

回答総数 989

全体 448

38.2

5.1

21.9

7.4

16.5

10.0

1.3

9.4

23.9

27.2

15.0

29.9

4.5

7.6

2.9

0 10 20 30 40
(MA％)

 
※「その他」の内容：今の職場・以前の職場（3）、ケアマネージャー（2）、医療関係者（2）、 

わからない（3） 

 

医療や介護サービスの情報の入手先（複数回答）は、「テレビ」が 38.2％と最も多く、次

いで「家族・友人」が 29.9％、「医療機関」が 27.2%となっている。 
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【男女・年代別 医療や介護サービスなどの情報入手先（上位 5 位）】 

 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 

全 体 

【回答数＝448】 

テレビ 

 38.2% 

家族・友人 

 29.9% 

医療機関 

 27.2% 

区役所（保険福
祉センター） 
 23.9% 

新聞 

 21.9% 

男性 

【回答数＝199】 

テレビ 

 39.7% 

区役所（保険福
祉センター） 
 31.2% 

医療機関 

   26.1％ 

家族・友人 

   24.1％ 

新聞 

   21.1％ 

女性 

【回答数＝226】 

家族・友人 

 38.1% 

テレビ 

 37.2% 

医療機関 

 28.3% 

新聞 

 22.6% 

インターネット 

 19.9% 

10～20 歳代 

【回答数＝35】 

テレビ 

 57.1% 

インターネット 

 40.0% 

家族・友人 

 28.6% 

医療機関／必要としていない 

                 22.9％ 

30 歳代 

【回答数＝22】 

インターネット 

 50.0% 

テレビ／家族・友人 

            27.3% 

医療機関 

 22.7 

必要としてい
ない 

 13.6％ 

40歳代 

【回答数＝57】 

家族・友人 

 50.9% 

テレビ 

   31.6％ 

医療機関 

    29.8％ 

インターネット 

     28.1％ 

区役所（保険福
祉センター） 

12.3％ 

50 歳代 

【回答数＝67】 

テレビ 

 41.8% 

家族・友人 

 35.8% 

医療機関 

 29.9% 

インターネッ
ト  28.4％ 

新聞／区役所
（保険福祉セ
ンター）22.4％ 

60 歳代 

【回答数＝105】 

テレビ 

 37.1% 

区役所（保険福
祉センター） 
 34.3% 

家族・友人 

 30.5% 

新聞／医療機関     

28.6% 

70 歳代 

【回答数＝99】 

テレビ 

    35.4％ 

区役所（保険福
祉センター） 

   31.3％ 

新聞 

    29.3％ 

医療機関 

   21.2％ 

家族・友人 

   20.2％ 

80 歳以上 

【回答数＝42】 

テレビ 

 42.9% 

医療機関 

 35.7% 

家族・友人 

 31.0% 

介護事業所 

 26.2% 

地域包括支援
センター 23.8％ 

 

男女別にみると、男性は「テレビ」が最も多く、次いで『男性』は「区役所（保健福祉セ

ンター）」であり、第 3 位は「医療機関」となっている。 

『女性』は「家族・友人」が最も多く、第 2 位が「テレビ」、第 3 位が「医療機関」とな

っている。 
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問 10Ａ 医療と介護が必要な場合の希望する生活の場 もしもあなたが、がんや慢

性の病気などで医療と介護が同時に必要になった場合、どこで暮らしたいと思いま

すか？【複数回答】 

回答数

1 自宅（親族や知人の家も含む） 213

2 病院 162

3 老人ホームなどの施設 71

4 その他 7

無回答 8

回答総数 461

全体 448

47.5

36.2

15.8

1.6

1.8

0 10 20 30 40 50
(MA％)

 

 

医療と介護が同時に必要となった場合の生活の場は、「自宅（親族や知人の家も含む）」が

47.5％と最も多く、次いで「病院」が 36.2％、「老人ホームなどの施設」が 15.8%となって

いる。 
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問 10Ａ－1 自宅を選んだ理由 なぜ、自宅で暮らしたいと思いますか？【複数回答】 

回答数

1 住み慣れた場所で過ごしたい 92

2 自分の好きな事をしながら過ごしたい 67

3 家族との時間を多く過ごしたい 43

4 入院、入所先がない 2

5 病院等では経済的に負担が大きい 52

6 その他 3

無回答 1

回答総数 260

該当数 208

非該当 240

全体 448

44.2

32.2

20.7

1.0

25.0

1.4

0.5

0 10 20 30 40 50
(MA％)

※単数回答：1＝77、2＝49、3＝30、4＝5、5＝38、6＝4 
※複数回答：1・2＝5、1・2・3＝5、1・2・3・5＝5、1・2・4＝1、1・2・5＝4、1・3＝1、 

1・3・5＝2、1・5＝3、2・3＝1、2・5＝4、3・5＝2 

※「その他」の主な内容：死ぬまで仕事をやめられない、病院食では空腹、子供が親離れしない など 

 

医療と介護が同時に必要となった場合に、自宅を選んだ理由（複数回答）は、「住み慣れた

場所で過ごしたい」が 44.2％と最も多く、次いで「自分の好きな事をしながら過ごしたい」

が 32.2％、「病院等では経済的に負担が大きい」が 25.0%となっている。 

 

問 10Ａ－2 自宅以外を選んだ理由 なぜ、自宅以外の場所で暮らしたいと思います

か？【複数回答】 

回答数

1 家族の負担が大きい 86

2 経済的な負担が大きい 14

3 自宅では、緊急時の対応に不安がある 52

4 介護してくれる家族がいない 71

5 自宅では住環境が整っていない 15

6 その他 5

無回答 16

回答総数 259

該当数 219

非該当 229

全体 448

39.36.4

23.7

32.4

6.8

2.3

7.3

0 10 20 30 40
(MA％)

※単数回答：1＝69、2＝18、3＝38、4＝71、5＝8、6＝3 
※複数回答：1・2＝3、1・2・3＝2、1・2・3・4・5＝1、1・2・3・5＝1、1・2・4＝1、1・3＝7、 

1・3・4＝1、1・3・5＝2、1・5＝5、1・5・6＝1、2・3＝1、2・4＝1、3・4＝3、 

3・4・5＝1、4・6＝1 

※「その他」の主な内容：治療してもらえるから、家族に迷惑をかけたくない など 

 

医療と介護が同時に必要となった場合に、自宅以外の場所を選んだ理由（複数回答）は、

「家族の負担が大きい」が 39.3％と最も多く、次いで「介護をしてくれる家族がいない」が

32.4％、「自宅では緊急時の対応に不安がある」が 23.7%となっている。 
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問 10Ｂ 医療と介護が必要な場合の希望する生活の場 もしもあなたが、がんや慢

性の病気などで医療と介護が同時に必要になった場合、どこで暮らしたいと思いま

すか？【単数回答】 

回答数

1 自宅（親族や知人の家も含む） 208

2 病院 150

3 老人ホームなどの施設 62

4 その他 7

無回答 21

全体 448

46.4

33.5

13.8

1.6

4.7

0 10 20 30 40 50
(％)

 

自宅

46.4

45.7

48.2

57.1

54.5

57.9

43.3

41.9

44.4

45.2

病院

33.5

32.2

34.1

34.3

31.8

33.3

34.3

34.3

29.3

35.7

老人ホームなどの施設

13.8

15.1

12.8

2.9

4.5

8.8

16.4

18.1

20.2

7.1

その他

1.6

3.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.0

0.0

3.0

2.4

無回答

4.7

4.0

4.9

5.7

9.1

0.0

3.0

5.7

3.0

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

(回答数=448)

男性

(回答数=199)

女性

(回答数=226)

10・20歳代

(回答数=35)

30歳代

(回答数=22)

40歳代

(回答数=57)

50歳代

(回答数=67)

60歳代

(回答数=105)

70歳代

(回答数=99)

80歳以上

(回答数=42)

 
※「その他」の内容：アパート（2） 

 

医療と介護が同時に必要となった場合の生活の場は、「自宅（親族や知人の家も含む）」が

46.4％と最も多く、次いで「病院」が 33.5％、「老人ホームなどの施設」が 13.8%となって

いる。 

 

男女別にみると、男女とも「自宅」が最も多く、次いで「病院」「老人ホームなどの施設」

「その他」となっている。『男性』『女性』共に占有率に多きな差はない。 
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問 10Ｂ－1 自宅を選んだ理由 なぜ、自宅で暮らしたいと思いますか？【単数回答】 

回答数

1 住み慣れた場所で過ごしたい 67

2 自分の好きな事をしながら過ごしたい 43

3 家族との時間を多く過ごしたい 27

4 入院、入所先がない 2

5 病院等では経済的に負担が大きい 33

6 その他 3

無回答 33

回答総数 208

該当数 208

非該当 240

全体 448

32.2

20.7

13.0

1.0

15.9

1.4

15.9

0 10 20 30 40
(MA％)

 
医療と介護が同時に必要となった場合に、自宅を選んだ理由（単数回答）は、「住み慣れた

場所で過ごしたい」が 32.2％と最も多く、次いで「自分の好きな事をしながら過ごしたい」

が 20.7％、「病院等では経済的に負担が大きい」が 15.9%となっている。 

 

 

 

問 10Ｂ－2 自宅以外を選んだ理由 なぜ、自宅以外の場所で暮らしたいと思います

か？【複数回答】 

回答数

1 家族の負担が大きい 64

2 経済的な負担が大きい 5

3 自宅では、緊急時の対応に不安がある 35

4 介護してくれる家族がいない 62

5 自宅では住環境が整っていない 5

6 その他 3

無回答 45

回答総数 219

該当数 219

非該当 229

全体 448

29.2

2.3

16.0

28.3

2.3

1.4

20.5

0 10 20 30
(MA％)

 
 

医療と介護が同時に必要となった場合に、自宅以外の場所を選んだ理由（単数回答）は、

「家族の負担が大きい」が 29.2％と最も多く、次いで「介護してくれる家族がいない」が

28.3％、「自宅では、緊急時の対応に不安がある」が 16.0%となっている。 
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問 11 人生の最期を過ごしたい場所 あなたが病気などで人生の最期を迎える時が

来た場合、どこで過ごしたいと思いますか？ 

回答数

1 最期まで自宅で過ごしたい 111

2 自宅療養で、必要になれば入院 174

3 医療機関に入院したい 94

4 老人ホームなどの施設に入所したい 43

5 その他 20

無回答 6

全体 448

24.8

38.8

21.0

9.6

4.5

1.3

0 10 20 30 40
(％)

 

【男女・年代別 人生の最後を過ごしたい場所】 

 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 

全 体 

【回答数＝448】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 38.8% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 24.8% 

医療機関に入
院したい 
 21.0% 

老人ホームなど
の施設に入所し
たい 
 9.6% 

その他 
 4.5% 

男性 

【回答数＝199】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 29.6% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 28.1% 

医療機関に入
院したい 
 23.1% 

老人ホームなど
の施設に入所し
たい 
 11.6% 

その他 
 6.0％ 

女性 

【回答数＝226】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 47.3% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 21.2% 

医療機関に入
院したい 
 19.9% 

老人ホームなど
の施設に入所し
たい 
 7.1% 

その他 
 3.5％ 

10～20 歳代 

【回答数＝35】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 45.7% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 37.1% 

医療機関に入院したい／その他 
            8.6％ 

 

30 歳代 

【回答数＝22】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 59.1% 

医療機関に入
院したい 
 18.2% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 13.6% 

老人ホームなど
の施設に入所し
たい 
 4.5% 

 

40歳代 

【回答数＝57】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 36.8% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 35.1% 

医療機関に入
院したい 
 15.8% 

その他 
 7.0% 

老人ホームなど
の施設に入所し
たい 
 3.5% 

50 歳代 

【回答数＝67】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 35.8% 

医療機関に入
院したい 
 23.9% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 17.9% 

老人ホームな
どの施設に入
所したい 
   13.4％ 

その他 
    9.0％ 

60 歳代 

【回答数＝105】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 41.0% 

医療機関に入
院したい 
 23.8% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 21.0% 

老人ホームな
どの施設に入
所したい 
   10.5％ 

その他 
    2.9％ 

70 歳代 

【回答数＝99】 

自宅療養で、必
要になれば入院 
 37.4% 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 23.2% 

医療機関に入
院したい 
 21.2% 

老人ホームなど
の施設に入所し
たい 
 14.1% 

その他 
 3.0％ 

80 歳以上 

【回答数＝42】 

自宅療養で、必要になれば入院／
医療機関に入院したい 
                 31.0％ 

最期まで自宅で
過ごしたい 
 28.6% 

老人ホームなど
に入所したい 
 4.8% 

その他 
 2.4% 

男女別にみると、男女とも「自宅療養で、必要になれば入院したい」が最も多く、次いで「最

期まで自宅で過ごしたい」「医療機関に入院したい」となっている。


